
Ｑ
、
本
部
の
予
防
課
と
署
の
予

防
係
の
事
務
が
重
な
っ
て
い
る
。

本
部
の
事
務
と
署
の
事
務
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ
、
本
部
は
申
請
に
つ
い
て
の

許
可
等
を
主
な
任
務
で
、
署
は

検
査
後
の
運
営
を
監
視
、
指
導

し
て
い
る
。

Ｑ
、
分
署
の
役
割
は
。

Ａ
、
署
と
同
じ
役
割
で
す
。
た

だ
許
認
可
権
限
は
署
長
が
行
い

ま
す
。

Ｑ
、
予
防
事
務
の
中
で
、
本
部

が
行
う
事
務
と
署
が
行
う
事
務

の
割
合
は
。

Ａ
、
業
務
を
異
に
し
て
い
る
の

で
、
割
合
は
言
え
な
い
。

Ｑ
、
予
防
業
務
の
担
当
人
員
は

何
人
。
そ
の
中
で
専
任
の
担
当

者
は
。

Ａ
、
本
部
に
は
７
人
で
、
そ
の

内
専
任
は
５
人
で
す
。
署
・
分

署
に
は
専
任
は
い
ま
せ
ん
が
、

兼
任
で
５
名
程
度
予
防
担
当
職

員
を
指
名
し
て
い
る
。

Ｑ
、
防
火
対
象
物
や
危
険
物
施

設
等
が
増
加
し
て
い
る
中
、
現

在
の
体
制
で
十
分
だ
と
考
え
て

い
る
の
か
。

Ａ
、
合
併
に
よ
り
県
下
一
広
大

な
管
轄
エ
リ
ア
で
限
ら
れ
た
人

員
で
対
応
す
る
た
め
、
合
理
的

な
体
制
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
公
費
負
担
で
国
家
試
験

の
受
験
も
す
す
め
て
お
り
、
資

格
取
得
者
の
増
員
を
は
か
り
、

職
員
の
質
の
向
上
に
努
め
た
い
。

Ｑ
、
予
防
業
務
の
強
化
に
つ
な

が
る
体
制
の
改
善
を
図
る
べ
き

だ
が
、
ど
う
考
え
る
の
か
。

Ａ
、
ま
ず
出
火
さ
せ
な
い
予
防

消
防
が
第
１
で
す
。
各
署
一
丸

と
な
っ
て
予
防
に
取
り
組
み
ま

す
。
ま
た
予
防
技
術
資
格
者
の

増
員
を
は
か
り
、
予
防
業
務
の

質
の
向
上
を
は
か
り
ま
す
。
そ

し
て
市
民
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
に
、
予
防
消
防
の
原
点
で

あ
る
立
入
検
査
を
強
化
し
て
、

火
災
予
防
に
的
確
に
対
処
し
ま

す
。

Ｑ
、
湖
北
地
域
消
防
本
部
の
地

域
手
当
に
つ
い
て
条
例
で
は
１

％
か
ら
３
％
に
引
き
上
げ
ら
れ

て
い
る
が
、
特
例
で
２
・
４
％

に
さ
れ
て
い
る
。
条
例
ど
お
り

３
％
に
す
べ
き
だ
。
長
浜
市
職

員
は
３
％
支
給
さ
れ
て
い
る
。

Ａ
、
国
に
お
い
て
長
浜
市
は
３

％
だ
が
、
米
原
市
は
不
支
給
地

域
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
バ
ラ

ン
ス
で
２
・
４
％
の
特
例
を
設

け
た
。

Ｑ
、
４
消
防
本
部
が
統
合
さ
れ

10
年
に
な
る
。
長
浜
と
他
消
防

と
の
給
与
格
差
は
是
正
さ
れ
た

の
か
。

Ａ
、
３
級
以
下
の
職
員
は
是
正

さ
れ
た
。
し
か
し
４
・
５
級
の

職
員
は
、
平
成
25
年
か
ら
５
年

間
の
予
定
で
調
整
し
て
お
り
、

現
在
４
年
目
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
、
有
給
休
暇
は
心
身
の
疲
労

を
回
復
し
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活

保
障
を
す
る
う
え
で
も
重
要
だ
。

消
防
職
員
の
取
得
は
改
善
さ
れ

て
い
る
の
か
。

Ａ
、
平
成
27
年
中
の
全
職
員
の

取
得
日
数
は
６
．
１
日
、
交
代

勤
務
者
は
６
．
２
日
、
日
勤
者

は
５
．
７
日
で
す
。
３
人
が
ゼ

ロ
と
な
っ
て
い
る
。

Ｑ
、
通
院
・
病
気
休
暇
・
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
の
取
組
は
ど
う

な
っ
て
い
る
な
か
。

Ａ
、
職
員
の
健
康
診
断
は
、
定

期
的
に
行
っ
て
い
る
。
そ
の
結

果
を
受
け
、
要
検
査
職
員
（
２

０
１
名
中
30
名
）
は
、
産
業
医

が
出
向
い
て
健
康
相
談
を
行
っ

て
い
る
。
平
成
27
年
度
の
長
期

休
暇
取
得
者
は
１
名
、
病
気
休

暇
者
は
４
名
で
現
在
は
復
職
し

て
い
る
。
メ
ン
タ
ル
面
で
は
、

各
所
属
長
が
個
人
面
談
と
、

今
年
度
よ
り
義
務
付
け
さ
れ
た

「
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
」

で
職
員
の
心
理
的
負
担
を
把
握

し
、
医
師
・
看
護
師
に
よ
る
検

査
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
、

組
合
と
し
て
も
実
施
し
、
事
後

措
置
に
役
立
て
て
い
る
。

第544号 米原市民報 2016年10月16日

http://www.jcp-maibarashigidan.com

米 原 市 民 報
日本共産党米原市議団
清水隆徳℡52-1969
藤田正雄℡55-1128
太田幸代℡54-2286

雑
感
臨
時
国
会
は
、
補
正
予
算
が
成
立
し
、
今
後
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
批
准
と
関
連
法
案
が
焦
点
と
な
り
ま
す
。

政
府
は
、
先
の
通
常
国
会
で
「
重
要
農
産
品
で
無
傷
な
物
は
一
つ
も
な
い
」
（
森
山
農
水
大
臣
）
と
「
聖
域
」

を
守
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
認
め
な
が
ら
採
決
の
強
行
を
に
お
わ
せ
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
批
准
さ
せ
な
い
！
湖

北
集
会
実
行
委
員
会
は
湖
北
集
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
皆
さ
ん
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
★
日
時
10
月
22

日
（
土
）
午
後
2
時
★
場
所
・
長
浜
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
★
講
演
・
坂
口
正
明
氏
（
食
健
連
事
務
局
長
）

消防署に専任の予防担当職員の配置を
８
月
31
日
湖
北
消
防
組
合
第
２
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
共
産
党
米
原
市
議
団
の
藤
田
正

雄
議
員
が
一
般
質
問
に
、
長
浜
市
議
団
の
竹
内
達
夫
議
員
が
議
案
質
疑
と
一
般
質
問
に
立
ち
ま
し

た
。
藤
田
市
議
は
「
消
防
の
予
防
事
務
に
関
す
る
消
防
本
部
、
消
防
署
、
分
署
の
役
割
と
今
後
の

強
化
方
針
を
問
う
」
と
の
一
般
質
問
、
竹
内
市
議
は
議
案
質
疑
で
「
地
域
手
当
問
題
」
と
「
湖
北

地
域
消
防
職
員
の
労
働
条
件
の
改
善
に
つ
い
て
」
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

消防職員の労働条件改善を要求

藤
田
議
員
の
一
般
質
問

今
後
の
強
化
方
針
は

署
に
予
防
専
任
の
担
当
者

は
い
な
く
て
い
い
の
か

竹
内
長
浜
市
議
の
質
疑
・一
般
質
問

本
部
と
署
の
関
係
は

地
域
手
当
を
３
％
に

給
与
格
差
は
ど
こ
ま

で
是
正
さ
れ
た
の
か

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
状
況
は

職
員
の
健
康
管
理
は
万
全
か


